
『できる日本語』の制作・
教師教育を通して考えたこと

高見 彩子

できる日本語教材開発プロジェクトメンバー

イーストウエスト日本語学校



『できる日本語』
作り始めて15年
試用版から10年、
教科書になって7年



作成時にずっと考えていたこと

どんなところでどんな行動をするか？

どんな場面でどんな日本語を使って行動するか？

どのように人や社会とつながってほしいか？



今日お伝えしたいこと

 学び合い共に成長するために

 『できる日本語』をより良く使うために



 『できる日本語』をより良く使うために

１．状況イラストをうまく使おう

２．繰り返しは効果的



「～が好きです」は、
いつ、どんなところ

で使うか？

どこでも使うようにも
思うけど、唐突には質
問しないことだな･･･。

１－例



第５課 休みの日
ＳＴ３今度の休みに

２

アンナ ：ダニエルさんは旅行が好きですか。

ダニエル：はい、好きです。

あっ、
ねえねえ。



・自然な会話にしたい

・学習項目をしっかり身につけてほしい

・何度も繰り返し学習項目に触れるチャンスを

２ 繰り返しは効果的

「チャレンジ」の会話にも既習の学習項目を
たくさん！



繰り返しの項目にも注目を！

・チャレンジのコマイラストで学習項目があるところを

チャレンジしたら終わりにしない。前後も大切！

・既習の項目が入ったコマイラストで学生からどんな発話

が出てくるか想像する。

・既習の項目をうまく使えたらほめるチャンスになる。

・習ったことが言える楽しさを学習者にたくさん感じても

らってやる気アップにつなげたい。



２－例１

今日はチャレンジ１から
学習項目は

順次動作の「Ｖて、～」

第９課 好きなこと
ＳＴ３楽しい週末

今日の学習項目（１コマ目）が
チャレンジできたら

よしにしていませんか。
前後のコマ（2コマ目）も大切に！



ワン：へえ。パクさんはスマイルが好きですか。

パク：はい。１年に２、３回コンサートに行き

ます。

ワン：そうですか。いいですね。

第９課ＳＴ１（ちょっと前）の

学習項目を繰り返して使う
チャンス！

に 回



集合時間に遅れているアンナさんに

パクさんが電話している

電話の音が遠くて聞きにくくて

「私の声が聞こえますか」

アンナさんに道案内するために、

「そこから何が見えますか」

第10 課 バス旅行
ＳＴ１集合

２－例２



パク ：あ、アンナさん。今どこにいますか。

アンナ：ＫＳビルの横にいます。

ここからどうやって行きますか。

学習者はどうチャレンジ
するかな？！

ほめる
チャンス！！！



学び合い共に成長するために

・教材、授業プリントの共有

・授業内容と学生の成長の共有

・学生同士のつながり



・教科書の拡大イラスト

・「言ってみよう」の補助教材

・「できる！」の参考資料

・各自が描いたイラストなど

・レアリア

教材の共有



・活用練習シート

・「やってみよう」の補助教材

・「できる！」の補助教材

・課ごとのテスト

授業プリントの共有



授業内容と学生の成長の共有

・ クラスの引継ぎ ノート、対面、メール

・ 教員室での何気ないおしゃべり

・ 講師会

・ クラス、レベルを超えた授業参加、協力

・ ビジターセッション、特別授業の報告書

・ ロビーや廊下に置いてある学生の作品

・ ポートフォリオ

対面 メール

講師会

クラス、レベルを超えた

学生の作品

ポートフォリオ



年に4回、新学期の前に実施

午前 ・ワークショップ
・学校行事や進路など全体の振り返り
・新学期のスケジュール連絡

午後 ・レベルごとの振り返り＆打ち合わせ
・クラスごとの打ち合わせ
・授業報告会

講師会



できる例！ 3か月に1度更新



できる例！ 3か月に1度更新

・学期の振り返りとして「できる！」について

教師間で共有

・新しいアイデアを誰かが実施したとき、すぐに

反映して全員で共有

・レベルごとの打ち合わせのときにこの表を見な

がら次の学期の「できる！」のアイデアを考

える



・前の学期に実施したこと

・1回の講師会に3，4組、希望クラスが発表

・実施方法や実施過程で出た学習者の発話などを報告

・実施してよかった点のほかに見つかった課題も

授業報告会



レベルを超えた授業参加・協力

初級３課できる！
教員室へ来て学校のスケジュールを質問
する学生のインタビューに答える

上級Ⅲレベルのクラスに教師や
後輩がビジターとして参加して
卒業発表を聞く

例１

例２



今は自分の授業を日々精一杯やっていて

準備に追われることが多いのですが、初

級の学生たちも2年後にはこのようになる

のだというゴールが見られてよかったで

す。日本語教師を始めたばかり！

上級の発表を聞いた先生の感想



『できる日本語』（初級、初中級、中

級）を経て上級に進んだ学生たちは人の

前で話すこと、人に伝えたいテーマを見

つけることが上手になるんだなと思いま

した。今年も中上級の学生がＭ1クラス

の発表を見たのですが、1年後の自分た

ちの姿を見られることはとてもいいと思

います。刺激を受けてほしいです。

日本語教師になって３年目！



・誰でも気軽に手に取って見ることができる

・新しいアイデアを得ることができる

・ゴールのイメージを共有することができる

・以前受け持った学生の成長を知ることが

できる

ロビーや廊下に置いてある学生の作品



ポートフォリオ

・1人1冊、入学から卒業までの記録

・何を入れるか細かいところは学生

の自主性に任せる

・学習者自身が楽しみながら自分の

成長を確認できる

・1人の学生の学びを縦軸で様々な

教師が知って共に成長を感じるこ

とができる



第８課 大切な人
学生同士のつながり

例１



第15課 話読聞書
「私のニュース」



『できる日本語』を通して

・学生たちの「できる！」「上手になった！」という

気持ちを大切にしていきたい。

・学習者の持っている力、共に働く仲間の力と思いを

大切にしていきたい。

・『できる日本語』を使用する仲間と思いを共有して

つながっていきたい。


